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■県連合会Letter ２～３頁
・第４回たんたん連携推進会議
・第２回コーディネーター養成研修会
・ひょうご中小企業応援センター事業連絡会議
・合併後商工会運営研究会
・第９回近青連スポーツ大会、地域間交流研修会
・県青連正副会長、常任理事会

■あなたのまちの元気な企業（豊岡市但東町） ４頁
■商工会Letter ５～６頁
・神河町ウォーキングラリー、商品券発行（神河町）
・阪神地区協議会のフィリピン研修会（芦屋市）
・木屋町小路がグッドデザイン賞を受賞（豊岡市）
・第21回商工まつり（上郡町）
・加東伝の助プレミアム商品券発行（加東市）

　
豊
岡
市
但
東
町
で
、
シ
ル
ク
小
物
等
に
特
化
し
た

製
造
・
販
売
を
営
ん
で
い
る
シ
ル
ク
天
然
工
房
（
代

表
・
橋
本
文
俊
氏
）
は
、「
ち
り
め
ん
の
温
か
さ
と
肌

触
り
の
良
さ
を
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
素
材
の
優
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
二
年
前
か
ら
絹

の
特
色
を
活
か
し
た
天
然
染
め
の
下
着
製
品
を
開
発
。

　
絹
で
あ
る
た
め
薄
く
て
軽
く
、
従
来
の
ち
り
め
ん

商
品
よ
り
保
温
性
向
上
可
能
な
絹
織
技
術
及
び
加
工

技
術
の
開
発
を
行
っ
た
こ
と
で
、
経
営
革
新
計
画
が

承
認
さ
れ
た
。

商工会は行きます 聞きます 提案します
平成22年度スローガン

～商工会法施行50周年～

﹁
ち
り
め
ん
の
温
か
さ
と
肌
触
り
の
良
さ
を
お
客
様

に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。﹂

～
シ
ル
ク
天
然
工
房
～

豊
岡
市
但
東
町

▲代表の橋本氏と、絹の特色を活かした天然染めの「亀スリム腹巻」。　左は販売兼製造店舗の「シルク天然工房」
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県
連
合
会
は
、
十
月
二
十
七
～
二

十
八
日
に
福
崎
町
・
中
小
企
業
大
学

校
関
西
校
で
第
二
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

会
の
修
了
者
を
対
象
と
し
、
よ
り
実

践
的
な
経
営
支
援
能
力
向
上
を
目
的

に
開
催
。
全
三
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
で
、
地
域
の
実
在
事
業
所
に
お

け
る
経
営
革
新
等
の
計
画
策
定
か
ら

認
定
申
請
書
作
成
ま
で
を
行
な
っ

た
。

　
講
師
と
し
て
、（
独
）
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
近
畿
支
部
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
光
井
將し
ょ
う

宇い
ち

氏
、
ひ
ょ
う
ご
中
小
企
業
応
援
セ
ン

タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
招
い

た
。

　
一
日
目
は
事
業
間
連
携
や
新
し
い

事
業
開
発
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
二
日

目
は
販
路
開
拓
、
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
講
義
と
公
開
支
援
講
座
を
開
催

し
、
個
別
相
談
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
他
地
域
と
の
交

流
の
機
会
と
し
て
大
変
有
意
義
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
共
有
で
き

て
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。
三
回
目
の
報
告
会
に
向
け
て
、

よ
り
多
く
の
取
組
み
が
実
現
さ
れ
る

よ
う
協
力
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　
県
連
合
会
は
、
十
月
四
日
県
商
工

会
館
に
お
い
て
「
ひ
ょ
う
ご
中
小
企

業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
連
絡
会
議
」

を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
県
内
商
工
会
地
域
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ひ
ょ
う
ご
産

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
本
会
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
上
山
修
一
氏

と
事
務
局
十
四
名
が
出
席
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
上
半
期
の
活
動

と
し
て
、
農
商
工
連
携
の
認
定
が
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

経
営
革
新
に
切
り
替
え
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
て
い
る
と
現
状
報
告
の

後
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
下
半
期
の

活
動
方
針
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
経
営
革
新
の
認
定
が
現
段
階
で
ま

だ
十
件
で
あ
り
、
目
標
の
五
十
件
を

目
指
し
、
下
半
期
は
経
営
革
新
の
認

定
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

　
ま
た﹃
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹄

が
、
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
企
業

支
援
を
つ
な
い
で
お
り
、
案
件
の
発

掘
等
に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
高
い
評
価
を
受
け
た
。
支
援

後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
含
め
た

き
め
の
細
か
い
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
十
月
七
日
、
県
連
合
会
但
馬
支

所
（
朝
来
市
）
に
お
い
て
、「
第

四
回
た
ん
た
ん
連
携
推
進
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
、
会
議
の
中
で
「
ニ
ッ
ポ

ン
全
国
物
産
展
」
に
た
ん
た
ん

4

4

4

4

連

携
エ
リ
ア
（
丹
後
・
但
馬
地
域
）

の
三
事
業
者
が
出
展
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
が
、
た
だ
単
に
「
た
ん

た
ん
連
携
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ

る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
案
の

中
か
ら
た
ん
た
ん
連
携
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
と
し
て
、﹃
丹
但
麺
（
た

ん
た
ん
め
ん
）﹄
を
開
発
す
る
こ

と
で
合
意
を
得
た
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
、
今
回
開
発
し

た
丹
但
麺
を
中
小
機
構
主
催
の

「
テ
ン
ク
ウ
マ
ル
シ
ェ
カ
ッ
プ
」

に
出
品
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
、
そ
の
場
で
合
意
さ

れ
た
。

　
丹
但
麺
の
開
発
は
ブ
ル
ー
リ
ッ

ジ
ホ
テ
ル
（
豊
岡
市
）
が
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
、
但
馬
牛
や
神
鍋

名
産
栃
の
実
め
ん
、
京
丹
後
の
フ

ル
ー
ツ
ガ
ー
リ
ッ
ク
な
ど
を
贅
沢

に
使
用
し
た
ぶ
っ
か
け
風
に
し
、

中
国
の
坦
々
麺
と
は
全
く
異
な
っ

た
も
の
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
消
費
者
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
名
称
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付

け
、
坦
々
麺
と
の
違
い
を
打
ち
出

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
た
ん
た
ん
連
携
の
認

証
商
品
を
公
募
し
た
り
、﹃
た
ん

た
ん
連
携
地
域
間
交
流
事
業
﹄
と

題
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
交
流
会
等
を
開

催
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害保険契約等に係る年
金の所得税の取扱いを改めることとしました。
　この取扱いの変更により、所得税の還付を受けることができる場合が
あります。詳しくは、国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】をご覧い
ただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。

～相続又は贈与等に係る生命（損害）保険契約等
に基づく年金の税務上の取扱いの変更について～

～相続又は贈与等に係る生命（損害）保険契約等
に基づく年金の税務上の取扱いの変更について～

税務署からのお知らせ

▲�それぞれの提案について意見を
交わす参加者たち

▲�オリジナル商品
　「丹但麺」

～
第
二
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
～

事
業
間
連
携
や
各
種
支
援
計
画
承
認
後

の
フ
ォ
ロ
ー
の
あ
り
方
を
学
ぶ

～
応
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
～

下
半
期
の
活
動
方
針
等
を
協
議

第
四
回

た
ん
た
ん
連
携
推
進
会
議
を
開
催

主な行事予定
12
月
の
こ
よ
み

3
日
㊎
　
3
級
簿
記
検
定
試
験

3
日
㊎
〜 

13
日
㊊
　
神
戸
ル
ミ

ナ
リ
エ
　
テ
ン
ク
ウ

マ
ル
シ
ェ
出
店

7
日
㊋
　 

地
域
資
源
活
用
・
農

商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

10
日
㊎
　 

会
計
ソ
フ
ト
実
務
能
力
試
験

16
日
㊋
　
第
3
回
理
事
会

21
日
㊋
　 

第
3
回
経
営
支
援
Ａ
Ｄ

養
成
研
修
会

1
月
の
こ
よ
み

14
日
㊎
 
第
3
回
Ｃ
Ｄ
養
成
研
修
会

19
日
㊎
 
同
友
会
賀
詞
交
歓
会

28
日
㊎
 
県
青
連
経
営
革
新
研
修
会
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県
連
合
会
は
、
十
月
十
五
日
に
た

つ
の
市
・
国
民
宿
舎
志
ん
ぐ
荘
で

「
合
併
後
商
工
会
運
営
研
究
会
」
を

開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
事
務
局
長
や
事
務
局
次

長
ら
十
五
商
工
会
か
ら
二
十
五
名
の

出
席
の
も
と
、
南
あ
わ
じ
市
商
工

会
・
志
智
会
長
よ
り
、「
南
あ
わ
じ

市
商
工
会
に
お
け
る
支
所
の
閉
鎖
と

現
状
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ
り
、

平
成
十
八
年
の
商
工
会
合
併
時
か
ら

支
所
の
閉
鎖
に
つ
い
て
検
討
し
、
職

員
の
配
置
体
制
を
徐
々
に
変
え
る
こ

と
に
よ
り
、
二
十
二
年
度
か
ら
原
則

支
所
を
閉
鎖
し
た
経
緯
な
ど
、
具
体

的
な
話
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
県
経
営
商
業
課
・
松
本
係

長
か
ら
は
「
商
工
会
に
係
る
予
算
措

置
の
方
向
性
と
合
併
後
経
過
措
置
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
県
の
補
助
金
の

考
え
方
な
ど
の
説
明
の
ほ
か
、「
補

助
金
担
当
者
が
議
会
や
県
幹
部
に
対

し
て
、
商
工
会
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
地
域
の
役
に
立
っ
て
い
る
か
を

今
以
上
に
広
報
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て

欲
し
い
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
分
科
会
を
実
施
し
、
支
所
の
現

状
や
各
商
工
会
が
持
つ
問
題
点
な
ど

を
熱
心
に
意
見
交
換
し
た
。

連
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
商
工
会

青
年
部
の
応
援
歌
と
し
て
全
青
連
が

位
置
付
け
て
い
る
楽
曲「
ユ
メ
カ
ゼ
」

が
紀
美
野
町
商
工
会
（
和
歌
山
県
）

青
年
部
員
・
小
椋
誠
也
氏
の
ギ
タ
ー

弾
き
語
り
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。

　
翌
日
の
地
域
間
交
流
研
修
会
で

は
、
各
府
県
よ
り
経
営
革
新
・
地
域

活
力
増
進
事
業
、
若
手
後
継
者
等
育

成
事
業
等
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
行

わ
れ
た
。
各
府
県
独
自
の
補
助
事
業

等
の
説
明
も
あ
り
、
参
考
に
な
る
研

修
会
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
近
畿
府
県
商
工
会
青
年
部

親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、
今

大
会
を
も
っ
て
終
了
と
す
る
こ
と
が

近
青
連
役
員
会
に
て
決
定
し
て
い
る
。

　
県
青
年
部
連
合
会
（
霞
末
浩
二
会

長
）
は
、
十
月
十
二
日
、
県
商
工
会

館
で
第
四
回
正
副
会
長
、
常
任
理
事

会
を
開
催
し
た
。

　
提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

①
近
青
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

② 

全
国
主
張
発
表
大
会
に
お
け
る
交

流
会
及
び
部
長
会
に
つ
い
て

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
近
青
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
並
び
に
地

域
間
交
流
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
当

日
の
日
程
及
び
役
割
分
担
等
に
つ
い

て
協
議
。

　
兵
庫
県
青
年
部
と
し
て
交
流
会
を

開
催
し
、
翌
日
の
五
十
周
年
記
念
式

典
前
に
は
兵
庫
県
青
年
部
部
長
会
を

開
催
す
る
事
と
し
た
。

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

　
十
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
に
か

け
、「
第
九
回
近
畿
地
区
商
工
会
青
年

部
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
王
子

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
）
で

本
県
青
年
部
連
合
会
（
霞
末
浩
二
会

長
）
の
ホ
ス
ト
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
近
畿
府
県
か
ら
六
十
名

余
り
が
参
加
、
兵
庫
県
内
か
ら
は
八

十
八
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
は
、
香

美
町
小
代
区
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る

公
式
ス
ポ
ー
ツ
の
“
雪
合
戦
”
で
あ

り
、
近
畿
府
県
六
チ
ー
ム
に
加
え
、

県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
七
チ
ー
ム
と
県
青

連
役
員
チ
ー
ム
の
計
十
四
チ
ー
ム
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
結
果
は
、初
体
験
で
は
あ
っ
た
が
、

和
歌
山
県
青
連
が
優
勝
、
準
優
勝
が

但
馬
ブ
ロ
ッ
ク
、
三
位
が
大
阪
府
青

▲支所の現状等について意見交換する参加者

▲�神戸に集結‼近畿７府県商工会青年部

～
合
併
後
商
工
会
運
営
研
究
会
～

商
工
会
運
営
の
意
見
交
換
を
実
施

第
九
回
近
畿
地
区
商
工
会
青
年
部

親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
地
域
間
交
流
研
修
会

県
青
連
正
副
会
長
、

常
任
理
事
会
を
開
催

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利

な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

退
職
金
は
国
の
制
度
で

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〇
三
・
三
四
三
六
・
〇
一
五
一（
代
表
）

◆
お
問
い
合
せ
先
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企業概要
①法人形態　シルク天然工房（個人）
②責任者　橋本文俊
③所在地　豊岡市但東町中山₃₁︲₃
④TEL　₀₇₉₆︲₅₆︲₁₁₈₅
⑤生年月日　S．₂₅．₃．₃₀
⑥創業年　H₂₂．₃．₇
⑦商工会員歴　₃₀年
⑧営業時間　₉：₀₀～₁₇：₀₀

事
業
の
概
要
・
変
遷
に
つ
い
て

　

　
シ
ル
ク
天
然
工
房
の
代
表
で
あ
る

橋
本
文
俊
氏
は
、
平
成
十
年
に
豊
岡

市
出
石
町
に
お
い
て
雑
貨
、
絹
製
品

等
が
中
心
の
小
売
業
と
し
て
開
業
。

　
絹
製
品
に
つ
い
て
は
和
装
離
れ
に

よ
り
業
界
の
衰
退
が
著
し
い
中
、
絹

製
品
の
素
材
の
優
れ
て
い
る
点
に
つ

い
て
二
年
前
か
ら
研
究
を
重
ね
、「
ち

り
め
ん
の
温
か
さ
と
肌
触
り
の
良
さ

を
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
喜

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
絹
の
特
色
を
活
か
し
た
天
然
染

め
の
下
着
製
品
の
販
売
に
転
換
し

た
。

　
平
成
二
十
二
年
三
月
、
織
物
工
場

跡
地
を
改
装
し
、
新
た
に
豊
岡
市
但

東
町
で
シ
ル
ク
小
物
等
に
特
化
し
た

「
シ
ル
ク
天
然
工
房
」
と
し
て
販
売

兼
製
造
店
舗
を
開
設
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
経
験
が
あ
っ
た
た
め
、
独
自
で
製

造
機
械
も
開
発
し
た
。

経
営
理
念
に
つ
い
て

　
ち
り
め
ん
の
温
か
さ
と
肌
触
り
の

良
さ
を
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

新
商
品
開
発
の
き
っ
か
け

　
同
氏
に
は
、
過
去
に
ク
ラ
ゲ
に
刺

さ
れ
、
危
う
く
手
を
切
断
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま

れ
た
時
に
静
脈
専
門
医
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
。
治
療
は
「
ち
り
め
ん
」

の
生
地
を
使
い
、
自
分
の
腕
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
続
け
た
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
小
指
が
動
き
出
し
奇
跡
的
に
回

復
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
も
と
に
、
絹
の
新
た

な
可
能
性
と
し
て
絹
製
品
で
腕
や
脚

を
締
め
る
と
温
か
く
な
る
こ
と
を
知

り
、
絹
製
品
の
開
発
に
着
手
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

経
営
革
新
計
画
の
承
認

　
経
営
革
新
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か

け
は
、
絹
製
品
の
商
品
化
に
向
け
自

社
の
現
状
や
課
題
を
見
極
め
、
経
営

力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
経
営
革
新

計
画
を
策
定
し
、
承
認
を
得
る
こ
と

に
よ
り
目
標
が
明
確
と
な
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
内
容
と
し
て
は
、
保
温
性
向
上
可

能
な
絹
織
技
術
及
び
加
工
技
術
の
開

発
、
色
む
ら
の
出
な
い
染
色
方
法
の

確
立
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
下
着
の

開
発
で
あ
る
。 

注
目
さ
れ
て
い
る
商
品

　「
亀
ス
リ
ム
腹
巻
」
は
、
前
述
の

経
営
革
新
計
画
が
承
認
を
さ
れ
た
事

業
で
製
作
を
行
っ
た
も
の
で
、
具
体

的
に
は
、
ち
り
め
ん
の
生
地
に
、
し

わ
加
工
を
施
す
こ
と
で
保
温
性
・
通

気
性
向
上
に
寄
与
す
る
凸
凹
（
山
）

を
つ
く
り
、
伸
縮
性
の
あ
る
ゴ
ム
を

入
れ
、
体
の
し
め
つ
け
効
果
・
体
型

別
調
整
機
能
が
で
る
縫
製
加
工
技
術

と
染
色
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
従

来
の
絹
腹
巻
と
の
差
別
化
が
可
能
と

な
っ
た
。

　
特
徴
と
し
て
、
従
来
の
ち
り
め
ん

商
品
よ
り
保
温
性
が
向
上
し
、
絹
で

あ
る
た
め
薄
く
て
軽
く
、
ち
り
め
ん

本
来
の
す
べ
ら
な
い
特
性
に
加
え
、

締
め
付
け
用
糸
状
ゴ
ム
が
ず
り
落
ち

に
く
く
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ち
り

め
ん
は
洗
濯
が
で
き
な
い
の
が
常
識

で
あ
る
が
、
し
わ
加
工
を
施
し
た
た

め
洗
っ
て
も
縮
み
に
く
く
、
ゴ
ム
に

よ
る
伸
縮
性
も
あ
る
た
め
洗
濯
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
販
路
と
し
て
①
一
般
消
費
者
向
け

直
接
販
売
②
小
売
店
へ
の
委
託
販
売

③
高
額
で
も
こ
だ
わ
り
商
材
を
扱
う

通
販
会
社
へ
の
販
売
④
百
貨
店
な
ど

の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
開
拓
⑤
介
護
福
祉

施
設
へ
の
直
販
体
制
等
を
考
え
て
お

り
、
製
品
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け

て
邁
進
し
た
い
。

　
本
技
術
に
つ
い
て
は
、
特
許
申
請

も
視
野
に
入
れ
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。
人
材
採
用
に
つ
い
て
は
、
働
く

意
欲
が
あ
る
が
働
く
場
所
が
な
く

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
㉓

シ
ル
ク
天
然
工
房～豊

岡
市
但
東
町
～

困
っ
て
い
る
障
害
者
を
手
作
業
が
必

要
な
染
色
部
門
で
雇
用
し
、
社
会
的

存
在
意
義
の
あ
る
経
営
を
目
指
し
た

い
と
し
て
い
る
。

地
域
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て

　
但
東
・
出
石
地
域
は
以
前
絹
の
産

地
だ
っ
た
が
、
今
は
生
産
者
が
い
な

く
な
っ
た
。
も
う
一
度
但
馬
ち
り
め

ん
を
復
活
さ
せ
た
い
。
着
物
が
駄
目

な
ら
衣
類
で
勝
負
と
の
思
い
で
、
今

ま
で
に
な
い
絹
製
品
を
こ
の
地
域
発

で
展
開
さ
せ
て
い
き
た
い
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　
外
部
か
ら
企
業
等
に
関
し
て
も
っ

と
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　
会
員
が
あ
っ
て
こ
そ
の
商
工
会
と

思
う
の
で
、
個
々
が
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

▲�シルク小物等に特化した「シルク天然工房」

▲ちりめんの良さを感じていただきたい

▲�好評の亀スリム腹巻
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神
河
町
商
工
会（
堀
口
勝
久
会
長
）

は
、
平
成
二
十
二
年
度
労
働
環
境
対

策
事
業
と
し
て
、
ワ
ー
カ
ー
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
十
月
二
十
三
日
（
土
）
に

実
施
し
た
。

　
当
日
は
、
県
下
各
地
よ
り
四
十
五

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
秋
晴
れ
の
中

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
っ
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
こ
と
し
十
二
月
に
上

映
さ
れ
る
映
画「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

の
撮
影
場
所
で
あ
り
、
約
九
十
㌶
に

及
ぶ
ス
ス
キ
の
草
原
と
し
て
有
名
な

砥
峰
高
原
と
、
揚
水
発
電
所
と
し
て

は
日
本
で
三
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る

関
西
電
力
大
河
内
発
電
所
の
太
田
ダ

ム
を
周
回
。
日
頃
の
運
動
不
足
の
解

消
と
勤
労
意
欲
の
増
進
を
図
っ
た
。

　
十
月
八
日
（
金
）
阪
神
地
区
商
工

会
連
絡
協
議
会
（
芦
屋
市
商
工
会
小

田
脩
造
会
長
）
は
日
本
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
友
好
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
兵
庫
県

阪
神
南
県
民
局
・
北
県
民
局
と
在
大

阪
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
領
事
館
の
協
力
を

受
け
実
現
し
た
も
の
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
、
経
済
特
区
・

リ
リ
ア
・
デ
リ
マ
長
官
、
日
本
貿
易

振
興
機
構
マ
ニ
ラ
・
辻
一
郎
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
招
き
、
現
今
の
経
済
不
況
の

復
興
を
踏
ま
え
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
失
敗
し
な
い

海
外
進
出
と
政
治
経
済
」「
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
投
資
環
境
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
、「
投
資
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
」「
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
お
け
る
の
労
働
環
境
の
対
応
」等
、

活
発
に
意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
内
容

的
に
も
参
加
者
百
二
十
三
人
に
と
っ

て
は
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

▲�自然と触れあい砥峰高原をウォーキング

▲熱心に聞き入る参加者と、フィリピンのデリマ長官

平成22年 6 月30日から
改正育児・介護休業法が施行されています
　子育て期間中の働き方の見直し、父親も子育てができる働き方の実現、
仕事と介護の両立支援を目的に、育児・介護休業法が改正され、平成₂₂年
６月₃₀日から施行されています（ただし、₁₀₀人以下企業は、子育て中の
短時間勤務制度の義務化、所定外労働の免除の制度化、介護休暇の制度化
について、平成₂₄年７月１日施行）。

１　�育児のための所定労働時間短縮等の措置及び所定外労働（残業）免除
の義務化

改正前
３歳までの子を養育する労働者について、短時間勤務制度・所定外労働
（残業）免除制度のいずれかを設けなければならない。

改正後
①�３歳までの子を養育する労働者について、１日の所定労働時間を６時
間とする短時間勤務制度を設けることを義務化。
②�３歳までの子を養育する労働者が請求した場合は所定外労働の免除を
義務化。

　①については、労使協定の締結により、業務の性質又は業務の実施体制
に照らして、所定労働時間の短縮措置を講ずることが困難と認められる業
務に従事する労働者からの申出を拒むことができます。但し、対象から除
外された業務に従事する労働者に対しては、次のいずれかの措置を講じな
ければなりません。
a　フレックスタイム制　　b　始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ
c　保育施設の設置運営その他これに準ずる便宜の供与
d　育児休業制度に準ずる措置

　神河町商工会では、10％プレミアム付のか
みかわハートフル商品券を10月１日に発売。
　神河町のキャラクター「カーミン」を図柄
に加えた１万円の商品券（1000円券×11枚つ
づり）1000セットは即日完売となった。
　この商品券は神河町内80店舗で平成2�年３
月�1日まで利用可能。
　神河町商工会では、今後も地区内の事業所
の活性化と消費者の消費の拡大を目指して継
続した商品券の販売を考えている。

神河町商工会商品券発売

見本

見本

自
然
と
触
れ
合
う

ワ
ー
カ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

神
河
町
商
工
会

　平成₂₂年工業統計調査に
ご協力ください

　経済産業省・兵庫県・市町では、工業統計調査
を平成₂₂年₁₂月₃₁日現在で実施します。
　この調査は、工業の実態を明らかにするととも
に、国や地方公共団体の各種経済施策の基礎資料
を得るため、製造業を営む事業所を対象に、従業
者数・製造品出荷額などを調査するものです。
　本年₁₂月から来年１月にかけて調査員が事業所
を訪問して「調査票」の記入をお願いしますので、
調査にご協力ください。
　皆様から提出していただく調査票は、統計法に
基づき、調査内容の秘密は厳守されますので、正
確なご記入をお願いいたします。

製造事業所の皆様へ

日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

友
好
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

阪
神
地
区
商
工
会
連
絡
協
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₆₄₀ 平成22年11月20日

　
木
屋
町
小
路
は
、
城
崎
町
の
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
と
な

る
﹃
城
崎
こ
の
さ
き
百
年
計
画
﹄

の
一
部
で
あ
り
、
市
町
合
併
後
は

城
崎
町
商
工
会
が
中
心
と
な
り
事

業
を
進
め
て
き
た
。
商
工
会
と
し

て
は
、
こ
の
施
設
の
役
割
や
機

能
・
効
率
的
な
運
営
管
理
・
施
設

設
計
の
詳
細
に
至
る
ま
で
関
わ

り
、
こ
の
木
屋
町
小
路
を
築
き
上

げ
て
き
た
。
こ
の
施
設
設
置
に
伴

う
基
本
的
な
考
え
方
は
①
温
泉
街

の
中
心
部
に
で
き
た
空
地
を
有
効

に
活
用
し
、
中
心
部
に
賑
わ
い
を

創
出
す
る
。
②
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
能
を
持
た
せ
、
将
来
的

な
空
店
舗
対
策
と
し
て
事
業
者
の

発
掘
や
育
成
を
行
う
。
③
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
拠
点
施
設
と
位
置
付

け
、
ま
ち
づ
く
り
資
金
や
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
こ
の
施
設
で
作
り
出

す
。
④
将
来
的
な
改
修
費
用
や
設

備
類
の
更
新
等
も
含
め
、
独
立
採

算
が
成
り
立
つ
施
設
の
運
営
管
理

を
目
指
す
。
等
を
テ
ー
マ
と
し
て

計
画
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
活

動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年

度
土
地
活
用
モ
デ
ル
大
賞
の
最
優

秀
と
な
る
﹃
国
土
交
通
大
臣
賞
﹄

及
び
﹃
２
０

１
０
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン

賞
﹄
を
商
工

会
と
し
て
受

賞
し
た
。

　
上
郡
町
商
工
会（
小
河
清
之
会
長
）

は
、
十
一
月
十
四
日
役
場
裏
駐
車
場

に
お
い
て
「
第
二
十
一
回
商
工
ま
つ

り
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
町
民
と
商
工
会
員

の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
新
規
顧
客
の
開
拓
や
企
業
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
事
業
機
会
の
創
出
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
狙
い
。
当
日
は
、
三
十

を
超
え
る
出
店
が
あ
り
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
ま
た
、
同
商
工
会
で
は
、
町
内
飲

食
店
十
五
店
舗
に
よ
る
「
第
一
回
円

心
モ
ロ
ど
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

（
※
）
を
十
一
月
一
日
か
ら
展
開
中

で
あ
り
（
来
年
一
月
十
六
日
ま
で
）、

ラ
リ
ー
の
ノ
ボ
リ
や
横
断
幕
、
チ
ラ

シ
等
の
題
字
を
手
掛
け
た
筆
文
字
職

人
・
堀
之
内
哲
也
氏
を
商
工
ま
つ
り

に
も
招
へ
い
。
同
氏
は
、
戦
国
時
代

に
地
元
で
活
躍
し
た
武
将
・
赤
松
円

心
に
ち
な
み
、
鎧
か
ぶ
と
姿
で
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
。
魂
を
込
め
た
書
下

ろ
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
来
場
者

を
引
き
つ
け
た
。

　
一
方
、
同
青
年
部
（
杉
本
誠
良
部

長
）
で
も
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て

「
モ
ロ
ど
ん
の
早
食
い
競
争
」
を
実

施
。
ス
テ
ー
ジ
前
は
、
そ
の
様
子
を

見
よ
う
と
多
く
の
人
で
溢
れ
た
。

（
※
）
健
康
野
菜
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
練

り
込
ん
だ
う

ど
ん
。
商
工

会
の
む
ら
お

こ
し
事
業
に

よ
っ
て
約
十

五
年
前
に
生

ま
れ
た
。

　
加
東
市
商
工
会（
土
肥
富
幸
会
長
）

は
、
市
民
へ
の
生
活
支
援
と
厳
し
い

環
境
下
に
あ
る
地
元
商
工
業
者
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
加
東

市
の
支
援
を
受
け
、
加
東
市
民
限
定

と
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
十
一

月
十
日
（
水
）
か
ら
発
売
。

【
事
業
の
概
要
】

発
行
総
額
：
二
億
四
千
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
：
二
十
％

購
入
限
度
： 

一
世
帯
五
セ
ッ
ト
（
一

セ
ッ
ト
：
千
円
券
六
枚

を
、
五
千
円
で
販
売
）

【
事
業
の
特
徴
】

一 

．
商
品
券
の
売
上
げ
の
中
か
ら
、

市
内
小
・
中
学
校
の
図
書
費
と
し

て
寄
付
す
る
「
伝
の
助
文
庫
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
。

二 

．「
福
祉
枠
」
を
設
け
、
民
生
児

童
委
員
が
必
要
と
認
め
る
世
帯
の

う
ち
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
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▲筆文字職人の堀之内氏

▲初の試み「モロどんの早食い競争」
▲2010グッドデザイン賞を受賞

▲�木屋町小路の景観

木
屋
町
小
路
が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
受
賞

豊
岡
市
商
工
会
城
崎
支
所

モ
ロ
ど
ん
早
食
い
競
争
な
ど
人
気

第
二
十
一
回
商
工
ま
つ
り

上
郡
町
商
工
会

加
東
伝
の
助

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
売

へ
の
先
行
販
売
の
実
施
。

三 

．
地
元
商
店
街
（
会
）
対
策
と
し

て
、
市
内
商
業
団
体
に
対
し
販
促

活
動
に
伴
う
助
成
金
の
支
援
。

四 

．“
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
プ
レ
ゼ
ン
ト
”

と
し
て
、
商
品
券
を
購
入
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
国
内

旅
行
券
等
の
賞
品
の
進
呈
。

◆◇
お
詫
び
と
訂
正

　 

　
十
一
月
号
三
頁
写
真
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、「
嶺
山
氏
」

と
す
る
と
こ
ろ
が
「
峰
山
氏
」
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
訂
正
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
謹
ん
で
お
詫
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

▲�プレミアム商品券「加東伝の助」
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